
企画・制作  朝日新聞社広告局

地下鉄御堂筋線本町駅８号出口南へ２００ｍ
地下鉄中央線本町駅１３号出口南へ５０ｍ

田村 あゆち さん

仁科  亜季子  さん

フリーアナウンサー。健康・医
学系シンポジウムのコーディ
ネーターを数多く務める。

女優、東京都出身。91年子宮頸がんが
見つかり、闘病生活をおくる。現在、映
画・テレビ・舞台などで活躍するかたわ
ら、がんとの闘病など 自らの体験を生
かして講演、執筆など幅広く活動。

肺がんの専門医や闘病経験のあるゲストをお迎えし、
肺がんの予防や検診などの基礎知識、最新治療法など
の発信を通じて、肺がんと向き合うために必要なコミュ
ニケーションのあり方をみなさまと一緒に考えます。

第7回 朝日肺がんフォーラム
がんと向き合うために ～患者と医師と家族とのコミュニケーション～

日  時 2008年10月19日（日）
開場／13：00  開演／13：30（16：00時終了予定）

会  場 御堂会館 大ホール
大阪市中央区久太郎町4-1-11

定　員

800人

参加無料
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パネルディスカッション

はじめに 「我が国のがん医療に求められるもの」
福岡 正博 先生
（近畿大学医学部堺病院  院長、WJOG理事長）

基調講演 「肺がんの診断と治療の最新情報」
倉田  宝保 先生
（大阪医科大学附属病院  化学療法センター  講師）

ゲスト講演 「がんに負けない ～元気な明日を過ごすために」
仁科  亜季子 さん（女優）

■講演内容

主催／NPO法人西日本がん研究機構（WJOG）、朝日新聞社　後援／厚生労働省、大阪府医師会　協賛／アストラゼネカ株式会社 ※WJOGは、がんの標準的治療の確立とがん予防に取り組む専門家医師を中心としたNPO法人です
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がんと向き合うために  ～患者と医師と家族とのコミュニケーション～《テーマ》

専門医：倉田  宝保 先生

江口  研二 先生
（帝京大学医学部腫瘍内科  教授）

澤  祥幸 先生
（岐阜市民病院呼吸器科・腫瘍内科  部長）

ゲスト：仁科  亜季子 さん（女優）
コーディネーター：田村あゆち さん（フリーアナウンサー）

郵便番号・住所・氏名・電話番号・希望人数を明記し、はがき、FAXの
いずれかでお送りください。
※「肺がん」に関するご質問があれば、ご記入ください。
※お預かりした個人情報は、聴講券の発送以外の目的では使用いたしません。
　応募者多数の場合は抽選、聴講券の発送をもって発表にかえさせていただきます。

●はがき：〒530-8612　郵便事業㈱大阪支店私書箱191号
朝日新聞広告局「朝日肺がんフォーラム」係

●お問い合わせ：℡06・6201・8334 （平日10：00～18：00）

●申し込み締め切り：2008年10月9日（木）必着

●ＦＡＸ：06・6227・9597（24時間受け付け）
※FAXには必ず「朝日肺がんフォーラム」と明記してください。
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